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☆「ランコ」＝アイヌ語でカツラの木のこと

●プログラム②では

北海道開発土木研究所・室蘭開発建設部による「台風10号の流木／土砂／崩壊地等の

調査報告」がありました。

●プログラム③では

辻井達一氏（アイヌ文化環境保全対策調査委員長）により「川と生活と環境－アジア・

オセアニア編」と題した、各国の河川と暮らしの様子についての紹介がありました。

ランコ

　　シシリムカ・イオル文化大学は、沙流川流域の文化と自然を学ぶ学校です。希望する人はだれでも学生になること

　ができます。ちなみに、名前の「シシリムカ」は沙流川のアイヌ語名、「イオル」はアイヌの人たちの伝統的な暮ら

　しの場、空間のことです。

※この文化大学は、額平川上流の平取ダム建設予定地周辺を主な対象にいま進められている「アイヌ文化環境保全対

　策調査」にともなう事業の一つとして昨年から開講されています。　

●通算7回目、今年度1回

目のイオル文化大学が5月

15日に開講されました。

　プログラム①では、平取町二風谷ア

イヌ語教室講師の木村イトさんと木幡

サチ子さんによるカムイユカラ（口承神

謡）の公演がありました。カムイユカラ
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はオキクルミカムイに関するもので、内容はアイヌ語教室事務局長の萱野志朗さん

が解説しました。

　オキクルミカムイはアイヌ民族に生活文化を教えた伝説上の神として知られています。

●♪1つめは木村イトさん

「イウォロコロカムイ　オキクルミ（狩り場を司る神とオキクルミ）」

　ある時、狩りをしても人間たちがカムイノミ（神への感謝の祈り）をしないので、シカの

神様や魚の神様が人間たちに食べ物を与えてくれなくなりました。その様子を神の国から観

ていたオキクルミカムイは、地上の狩り場の神様に向かって、人間にカムイノミをさせるよう言いました。

また、シカや魚の神様には人間にカムイノミを忘れずにさせるから食べ物を与えてやってくれるよう頼むこ

とを狩りの神様に託しました。そして狩り場の神の言い分を受け入れたシカや魚の神様は、また豊かな食べ

物を地上にもたらしてくれました。

　人間はいつでも神への感謝の祈りを忘れてはいけないよという意味の歌です。

●♪♪2つめは木幡サチ子さん

「オキクルミ　ト゜レシヒ（大空に描いたコタン）」

    ある時、故郷のシケレペコタン（コタン＝村）が恋しくてご飯も食べられず病気になってしまったオキ

クルミの奥さん。心配したオキクルミカムイが空にコタンを映し、奥さんは元気を取り戻しましたよという

意味の歌です。

●平取町二風谷アイヌ語教室

第2、第4日曜

午後7：00～9：00

☆誰でも参加できます

シシリムカ
イオル文化大学
第７回講座を終えて

木幡サチ子さんはアイヌ語を勉強し始めてから15年！

最初は独学で勉強していたそうです。

木村イトさんは眠れない時などにウウェペケレ（物語）の

練習をしているそうです。

カツラ
くん

ランコ
ちゃん

5月13日調査室では、聞き取り調査から「山菜はよくおつゆにして食べた」というお話

が多かったことから、今の時期に採れるプクサキナ（ニリンソウ）とウクルキナ（タチ

ギボウシ）のおつゆを作り完成までの手順を記録しました。昔、味噌が入る前までは塩

での味付けが多かったといわれています。

材料（20人分）

：プクサキナの塩汁・プクサキナ約1㎏・ぶたの軟骨（なければ骨）、骨2㎏・ジャガ

　イモ約1㎏・水3.5リットル・塩適量　☆ウクルキナの塩汁も材料や手順は同じです。

　6月26日（土）

午後１時30分より

会場：沙流川歴史館

シシリムカ・イオル文化大学　第８回講座のお知らせ

作り方

①ぶたの骨、軟骨を煮込んでアクを取りながらだしをとる。

②ジャガイモは皮をむいて適当な大きさに切る。

③プクサキナはアクが出るので下ゆでする。（ウクルキナは下ゆでせずに切る。）

④ゆでたプクサキナを水に取り、洗って絞り、刻む。

⑤①の鍋にジャガイモを入れて煮る。

⑥ジャガイモがやわらかくなったら塩で味をつける。

⑦プクサキナ（またはウクルキナ）を鍋に入れて、少し煮てから味をみる。

⑧完成！

プクサキナ（左）・ウクルキナ（右）

←

ウクルキナ

（タチギボウシ）

（○）

スクプキナ

（バイケイソウ）

（×）

！毒！

プクサキナ（ニリンソウ）

（○）

ケレプノイェ（トリカブト）

（×）！毒！

山菜を採るときは

よくにた毒草に

きをつけて！！

※アイヌ文化環境保全対策調査

この調査は、北海道開発局室蘭開発建設部が平取町に委託した事業で、町の教育委員会文化財課が主管しています。

実際の調査を行っているのは、調査室の20人です。

春の山菜でアイヌ料理

※第6回アイヌ文化環境保全対策調査委員会の会議を同日（26日）午前中開催します。

　議題は「平成16年度調査計画について」と、現地視察となっています。　　

【報告】13:30～14:50

(１)国際影響評価学会に出席して

●アイヌ文化環境保全対策調査 貝澤 耕一 指導員

●北海学園大学 教授 岩崎・グッドマン・まさみ 氏

(２)イオル構想をめぐる動きと地域再生プロジェクト

●平取町教育委員会文化財課 貝澤 一成 主幹

＊（１）と（２）各２０分程度の報告と質疑

14:50～15:00休憩

　【講義】15:00～16:30

　講師）　●武蔵野美術大学 教授 相澤 韶男 氏

　テーマ）●伝統にこだわる ～新「攘夷」論のススメ～

第９回１０月２３日（土）

○アイヌ文化環境保全対策調査の

　経過報告（3）

○サケ・クマ・フクロウの生態とイオル

○ヒグマ・エゾシカの今・昔（沙流川歴

　史館特別展との連携事業）

第１０回１２月１８日（土）

○ミティゲーション（環境保全対策）とは

○アイヌ文化環境保全対策調査の意義を

　グローバルな視点で考える

   ★第１１回まで予定しています。

　   詳細は随時お知らせします。


